
研究概要、研究成果等
自然の損失を押さえ回復軌道に乗せるネイチャーポジティブ（Nature Positive：NP）という世

界的潮流となっている理念を体現するビジョンとして、自然に学ぶ技術「ネイチャーテクノロ
ジー」、なかでも持続可能性を前提・目的とする「バイオミミクリー」が注目されている。本研究
では、持続可能な社会の実現に向けた環境行政のビジョン・理念の提示を目標に掲げ、国際的な議
論も踏まえつつ分野横断的な様々な観点からバイオミミクリーを活かす議論・研究を行い、環境行
政に対する理論的支柱・政策提言をとりまとめることに取り組んでいる。これまでに、環境負荷の
低減や自然再生に向けて、バイオミミクリーの構築・実装に焦点を当てつつ、国および地域の行政
において抜本的な変革を促す提言・ポリシーブリーフの作成と、合意形成に向けたマニュアルの整
備に取り組んできた。具体的な進捗と成果として以下の5点を挙げる。

環境政策等への貢献（の見通し）
・内閣府：自然共生領域に係る国際標準戦略策定ワーキンググループ委員を通じた貢献。
・環境省：ネイチャーポジティブ経済研究会委員、生物模倣（バイオミミクリー）や生物の視点を

生かしたNPに資する省エネルギー/再生可能エネルギー関連シーズ技術の実証事業審査委員会委
員、ISO/TC331生物多様性国内審議委員会委員等を通じた貢献。

・持続可能な社会の制度設計で活用できるコンセプトとして、提言・ポリシーブリーフ・ELSI／
RRI（責任ある研究・イノベーション）包括フレーム・発想支援ツール・マニュアル等を提供。
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令和７年度 中間研究成果サマリー

(1)ELSI（倫理的・法的・社会的課題）の観点を
入れた特集「バイオミミクリーと持続可能な
社会」の企画・執筆：分野横断での論文10本。
海外研究者や環境省からも寄稿。「社会と倫
理」第40号に掲載予定。

(2)マニュアルの企画・作成：「ものづくり」だ
けでなく「担い手づくり・地域づくり」にバ
イオミミクリーを活用するためのマニュアル
を作成。

(3)バイオミミクリー活用に向けた議論とポリ
シーブリーフの構想：関連する省庁の行政官
との意見交換や総合知会議により、バイオミ
ミクリー活用についての行政やユーザーの
ニーズを把握し、ポリシーブリーフを構想。 

(4)(3)に基づく国内提言と普及活動：国内委員
会等での活動により、バイオミミクリーの理

念の実装を提言。市民セミナー等を通じて社
会への普及と定着を促進。

(5)国際ルールメイキングでの貢献・執筆等の寄
与：ISOの専門委員会への参画や、IPBESの
「ビジネスと生物多様性評価」の執筆等。 図 研究成果の概要
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